
宇治茶の魅力再発見ワークショップ  １班 平成25年11月１日 宇治市  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

新しいことにチャレンジ 

茶の種類はそこそこ 
出てきている。      
新製品eｔｃ・・・ 

歴史的な背景 

８００年の歴史は他には
ない宇治茶の強み！ 

歴史がある 

品質が良い 

品質覆下 

製品の安全性 

若者に・・・ 

海外での知名度は
まだまだ 

若い人にもお茶を急須
で飲む生活を広げる！ 

各店主・店員による 
細やかな接客 

少しでもお茶を買ってくれる
人を増やしたり、飲んでくれる
人を増やすために、いろんな
所で無料試飲をやっていく 

日本だけでなく 
国際的に普及 
させていくこと 

まずは宇治市民が自信
を持って美味しいと言え
るようにする 

食文化の見直し 

魅力 問題 

挑戦 

歴史と文化 

チャレンジ精神 

品質・安全性 

観光客を増やす 
リピーター増加 

ファンの拡大 

大人にも知って欲しい 

伝統を受け継ぐ 
残す 

担い手の確保 

ＰＲ  ＣＭ 

ＴＶ・本等でアピールする 

宣伝の工夫 

（全体で！） 

若者や海外での 
知名度 

喫茶文化の減退 

宇治茶にこだわらず 

お茶を最近飲む人が
減少している 

ペットボトルのお茶が増
えてお茶が売れない 

急須のない家がある 
（らしい） 

客が減り、売上減少 

一般人とのギャップ 

価格・採算性の低下 

観光できる茶畑が 
少ない 

採算がとれにくい 

贈答用のお茶が 
売れない 

宇治茶は昔よりも今の
方が段々と値段が下
がってきているように
思う（特に抹茶） 

一般人と茶師の 
こだわり 

静岡等と比べて観光客
が見られる茶畑が少ない 

文化・歴史等の     
ストーリー 安全性がある 

美しい景観・街並み 

茶を囲む街並み
や景観 

京都ならではの
建物と景観 

立地条件が整っている 

ブランド 

宇治までわざわざ
買いに来る 

ネームバリュー 

心のうるおい 

心をうるおすお茶の
働き 

結束があまりない 

小規模の企業が多い
のでまとまることが 
大事 

定義が難しい 

産地 
宇治茶とは 

販売促進・製品開発 

（付加価値） 

もっともっとお茶専用
の自動販売機も設置
して普及していくこと 

新しい売り方の開発 

子供にしっかり魅力を 

知ってもらう 

歴史的・文化的な背景を
宇治市民全員が共有 
できる教育 

子供に茶摘み体験 

教育 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 宇治市 ２班  平成25年11月1日 宇治市  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

合組技術 伝統技術の継承 

手摘み 他では見られない
覆下栽培 

幕府の庇護 

日本初の茶のはじまりの場所 

歴史のある
茶づくり 

山間の茶畑の景観 

生産施設の保全 

茶畑の維持 

スイーツの次の商品開発 

おいしさをＰＲ 

茶香服など 
技術・知識ＵＰ 

世界遺産で付加価値化 

宇治茶単独で世界遺産を 

魅力 問題 

挑戦 

歴史がある 

伝統技術 

美しい茶畑の景観 

分かりやすく 
 

宇治では覆下、 
和束では山なりと、 
景観が違うことの説明 

ブランド化の推進 

スイーツなど別の 

親しみ方の提案 

味 

生業があって景観が 
保たれる 

定義が分かりにくい 

宇治茶の定義（製法？産地？） 

低価格化・売れない 

生業維持 

若年層のお茶離れ 

香りと味 

祭等の伝統 

日本茶のトップブランド 

後継者の確保 

お茶を売ることが第一 

お茶に親しんでもらう 

もっと身近にできることを
考える 

茶道教室、学校での授業 

観光地化する 

ティーショップ、お茶の店 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 宇治市 ３班  平成25年11月１日 宇治市 
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

目に優しい緑である 

健康飲料 

和食に合う煎茶・抹茶
の宇治茶 

観光 

多品種 

香気が良い 

歴史と伝統ある闘茶（茶香服） 

歴史と伝統がある 

茶道文化の一端 

若い世代のお茶離れ 

後継者不足？ 

希少化に 
逆行 

茶の品質の
単一化 

伝統製法の変化 

茶畑の側の環境（臭い等） 

世界に売る 

他産地の差別化 
生産者と商業者が 

一体となる 

本当の宇治茶を作る 

情報発信 

新しい飲み方の提案 

魅力 問題 

挑戦 

しばり 

景観からすると農作物 
茶は農産加工品（茶商からみると） 

地理的優位 

健康的な生活様式 高品質な宇治茶 

魅力的な伝統文化 

宇治茶の現状 

ブランド力 

茶の定義 

茶の価格の低迷 

魅力ある器具の開発 
飲みたいと思う 

少子化対策 

若い世代へアピール 

若い世代に伝える 
香り・味・入れ方 

製茶発祥の地 

高品質な需要拡大 

需要拡大 

生産者の悩み 

若い世代のお茶離れ 

お茶の分類がさまざま 

新たな飲み方の発掘 

若い世代が重要 

情報発信力の向上 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 和束町 1班  平成25年10月25日 和束町  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

昔ながらの工場 

茶畑 

自然 

美しい景観 

歴史 

伝統が８００年も続いている 

茶文化 高級なお茶 

味と香りが他の産地と違う 

美味しいお茶 

何を世界遺産と
して推すのか 

美しい景観の 
基準は何か 

食事処 

駐車場（景観のよい場所） 

宿泊施設 観光案内所 

健康食品としての開発ＰＲ 

魅力ある茶作り 

近代的な工場 

消費拡大に繋がる戦略 

新製法 

世界ギネスに 
挑戦する 

副産物の作りだし 

融合を図る（独自ブランド） 

魅力 問題 

挑戦 

合意形成 
が不可欠 

歴史・文化 

生業景観 

ブランド力・味わい 

世界発信 

世界に発信 

開発 

トイレ 

整備 

ブランド形成「和束のお茶」 

急須だけでなく新商品の開発 

変革 

お茶 

基準 

圧迫 

高級茶が売れない 経営が苦しい 

機械が高い ブランド力の低下 

食文化の変化 

立地が不利（道路） 

担い手不足 

定義 

伝統の継承 

後継者不足 

担い手の育成 

個人のプライド育成 

獣害が深刻 

作業がしにくい 

道路整備が不十分 

作業道線が悪い 

問屋文化と生産者文化
の相違 

宇治茶の定義 

宇治茶であるがゆえ
に・・・(定義が難しい) 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 和束町 ２班  平成25年10月25日 和束町  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

景観がきれい 

毎日飲むもの 

自分で作った茶を自宅で飲める 

有名度が高い 

日本一有名なブランド 

美味 

後継者を増やす 
仕組みづくり 

お茶を仕事としたい人
の受け入れ 

小売への取組 

簡単にお茶を淹れられる道
具の開発 

紅茶への取組 

魅力 問題 

挑戦 

習慣：手軽に飲める 

生業景観 

ブランド力・味わい 

開発 

担い手の整備 

変革 

お茶 

お茶ばなれ・Ｐ Ｒ 

お茶離れが進んでいる 

他の地域の人にも飲ん
でもらいたい 

交通 

担い手不足 

人材不足 

次の世代が少ない 

交通が不便 
犯罪が増加する
のでは？ 

集約化の限界の先へ 

傾斜地の茶園の維持
をどうするか？ 

うまい 

歴史 

歴史がある 
後継者がたくさん育っている 

担い手 

販売と生産の融合 
宇治茶の良さを伝える 

世界遺産を目指しているこ
とを他の人、５人に言う 

誰でも宇治茶の良さを
語れるようにする 

お茶の良さを広める 

宇治茶の定義に問題
が起こる 

商標に影響？ 

茶園の維持 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 和束町 ３班  平成25年10月25日 和束町  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

すばらしい景観 

景観 

歴史がある 

創造伝説記が
ある 

ブランド力 誇り 

高品質 

世界遺産目指そう 

ペットボトル化 

近代的な工場 

お茶の佃煮・お茶の
ふりかけの販路拡大、

日本に 

新製法 

魅力の発信 
外からの雇用 

後継者づくりは農家だけの
問題ではなく町で取り組む 

魅力 問題 

挑戦 

歴史 

生業景観 

ブランド力 

日本から世界のお茶へ 

世界に発信 

雇用の確保 

高品質茶を
生産し続ける 

茶のティーパック化 

佃煮入れのおやき 

産業おこし 

お茶 

生活環境 

働く所がないので人
が減る一方（特に若

者） 

交通が非常に不便 

消費が減少 

担い手不足 

後継者不足に
よる離農 

生産量が
少ない 

荒廃茶園 

獣害が大変 

茶葉（急須）で飲む人
が少ない 

急須で淹れる人が少
なくなりお茶の魅力が
だんだん遠くなる 

価格の低下 

販売力 

普及 

ファンの拡大 

技術力 

日本を代表するお茶 

担い手が比較的多い 

お茶はエコ 健康の泉 
おいし
い 

飲むお茶から食べるお茶へ 

お茶を淹れることによって
心をいやされる 

健康 

担い手 

フランス等への売り込み 

世界へのブランド化 

後継者 
不足 

推進 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 和束町 ４班  平成25年10月25日 和束町  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

水・空気・野菜も美味しい 

宇治茶というブランド 

伝統、ブランド力がある 

歴史が深い、800年の歴史 

生業として成り立つか？ 

昔ほど売れない 

生業の風景とともに歴史を学ぶ機会を作る 

魅力 問題 
美しい景観 

ブランド力がある 

宇治茶の魅力を伝える 

お茶が売れない 

担い手不足 

荒廃する茶園 

茶農家人口の減少 

観光客のマナーが不安 

空き缶などのゴミが多い 

急須で淹れる楽しさ 

全国の茶産地からうらやまし
がられている 

茶産地の地形に恵まれている 

きれいな茶畑に心が癒される 

茶畑の景観 

お茶刈り、積みの農作業風景 

番茶の頃の茶園の美しさ 

美味しい 

初期投資が掛かる 

高齢化の進行 

急須でお茶を飲む人が宇
治でも減っている 

リーフ茶離れ 

観光客と農家との意識の違い 

交通アクセスが不便・渋滞を招く 

傾斜地は作業がきつい 

独特な景観だが、施業が困難 

働き者が多い 

お茶離れの進行 

新しいお茶の開発 

新商品の開発 

急須で淹れることを伝える・実践 

魅力ある急須の開発 

おもてなしを忘れない 

町中をほうじ茶の香りでいっぱいにする 

縁側サロンでもてなす 

ルールづくり 

スパイラル 

挑戦 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 和束町 ５班  平成25年10月25日 和束町  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

ほっとする 

日本の原風景が残ってい
ると感じられる地域 

景観がすばらしい 
（ため息がでる） 

ブランド力が「高級」 
 

「京都」という響き 

古い寺、神社などが
近くにある 

京の文化への 
日本人のあこがれ 

 
お茶－宇治茶 

景観、美しい村連動を
使う 

新商品を使って販売
する 

（茶畑・看板など） 

景観をどのようにするか
を合意形成していく 

特色ある茶生産 

魅力 問題 

挑戦 

昔と変わらぬ日本の原風景 

ブランド力 

新しい商品づくり 

お茶 

町並維持 

町並整備がミニ開発
のようで美しくない 

茶菓低下 

茶の値段低下 

畑の維持 
 

見学者の安全確保 

後継者問題 

二番茶の引き合
いが弱い 

荒廃茶園の増加 

昔と変わらない景色 

他産地に負けない 
ブランド作り 

 
付加価値 

後継者不足 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ    南山城村 １班 平成25年10月24日 南山城村 
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

他産地より高値 

歴史に裏打ちされたお茶 

ブランドとしての価値 

心が和む景観 

茶畑の景観は最高！ 

急須のお茶は心を潤す 

おもてなし 

その道のプロがいる 

人情の厚い人 

作り手の気持ちや丹精が品質に反映できる 

自然の中で宇治茶を作りたい 

不景気になると心がすさむ 

生産者と茶商さんの騙しあい 

後継者が育たない 

後継者難にどう取り組むのか？ 

観光客のマナーの悪さが心配 
(ゴミ、渋滞、茶園への無断立入等) 

見せること(農薬散布等)が 
風評に繋がらないか心配 

コラボ 

文化とセットで売り込む 和食の再評価をする！ 

海外に売りに行こう 

伝統を守る。努力しかない！ 
話し合いの場 

(生産者と茶商等) 

お茶の値段が安い 

茶の間を各家庭に作る 

魅力 問題 

挑戦 

自由な仕事 
(上司も部下もない) 

同世代（２０代）の仲間がいない 

高級なお茶が売れない 

ペットボトルの悩ましさ 
(消費拡大にも繋がっているが・・) 

水より安いペットボトルのお茶 

仕事がきつい 

家を守るので精一杯 

販売戦略の工夫 生活文化の見直し 

生産・流通の努力 

茶畑の美しさ 

伝統 絆 

人と自然の関わり 

天国と地獄 世界遺産になったら・・・ 

金 負（経営の難しさ） 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 南山城村 ２班 平成25年10月24日  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

和食と合う 

食の国技    茶 千利休  一期一会 

体に良い（癒し） 

保存がきく 

火山がない 

煎茶の産地（南山城村） 

緑茶 

急須ばなれ 

手間いらずのお茶
メーカー開発 

世界一の飲料 

海外進出 

生産者の減少 

宇治茶のブランド化 

魅力 問題 

挑戦 自然が豊か 

手間がかかる 

人手不足 

生産コスト高 

生産効率 

単価安 

道具の開発 
ブランド化と宣伝力 世界のマーケットで勝負 

おもてなし 和食 

その他 

人とコスト 

茶カスの片付け 

急須ばなれ 

日本茶の発祥地 

歴史がある 

歴史 

お茶の入れ方 

お茶を淹れる時間がない 

宇治茶の広告の充実 

３年以内に世界遺産登録を目指す！！ 



宇治茶の魅力再発見ワークショップ 南山城村 ３班  平成25年10月24日 南山城村  
宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォーム 

  

茶畑にある野小屋 

起伏を利用した茶園風景 

連合青年団で農家と茶商が連携 

茶商が多い 

高価格 

高品質 

手間暇かけて育てた物 

作られた景観 

茶農家数の減少により 
景観維持が困難 

他の地域とかぶっていない（独自性がある） 

魅力 問題 

挑戦 

流通が近い 

ブランド力はある 

世界遺産の可能性がある 

景観を担う人不足 

高価格で売りにくい 

急須で飲む文化がなくなっている 

消費者離れ 

世界遺産はみんなで 

一部の人だけが盛り上がるのでは駄目 

世界遺産に魅力 

経済効果が出れば後継者も増え
るのでは 

景観がいい 

文化がある 

抹茶の文化 

急須で飲む文化 

手揉み製法技術 


